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第５次環境基本計画

｢低炭素｣～CO2排出をできる限り抑え地球温暖化対策を推進する～

１　｢くらし｣における低炭素の取組

● ○ ○ ● ○

(2) 住宅、地域等への再生可能エネルギーの導入拡大　     ● ○ ●

２　｢しごと｣における低炭素の取組

(1) 低炭素型の経済活動の推進　             ● ○ ● ● ● ● ○

(2) オフィス・ビルの低炭素化　       ● ● ● ●

(3) 事業活動における再生可能エネルギーの導入拡大　     ● ● ●

３　｢まち｣における低炭素の取組

(1) 環境に配慮した交通の実現　         ● ○ ● ● ●

(2) 低炭素型まちづくりの推進　       ● ● ● ○

(3) ヒートアイランド対策の推進　   ● ●

４　｢さと｣における低炭素の取組

(1) CO2吸収源としての森林の機能強化　   ● ● ●

(2) カーボンニュートラルな資源としての木材利用促進　       ● ● ●

５ 　温暖化からひょうごを守る適応策の推進

(1) ｢適応策基本方針｣の推進　   ● ●

(2) ｢適応計画｣の策定　   ● ●

｢自然共生｣～人と動植物が共存し豊かな自然を守り育てる～

１　｢くらし｣における自然共生の取組

(1) 地域の自然環境から学ぶ環境学習・教育の推進　 ●

２　｢しごと｣における自然共生の取組

(1) 公共事業等における環境への配慮　       ○ ● ● ●

(2) 環境に配慮した農業の推進　   ● ●

(3) 多様な担い手による森づくり活動の推進　     ● ● ●

３　｢まち｣における自然共生の取組

(1) 自然とのふれあいの推進　     ● ● ●

(2) 外来生物対策の推進　   ○ ●

(3) 県民への普及啓発　 ●

４　｢さと｣における自然共生の取組

(1) 生物多様性の保全　       ○ ○ ● ●

(2) 野生鳥獣の適切な保護・管理　   ○ ●

(3) 外来生物対策の推進【再掲】　   ○ ●

(4) 里地・里山や人工林等の適切な管理　       ○ ● ● ●

(5) 瀬戸内海を豊かで美しい里海として再生するための取組　   ● ●

(6) 自然とのふれあいの推進　       ● ○ ● ●

(7) 県民への普及啓発　   ● ●

｢資源循環｣～ものを大切にし、天然資源の使用をできる限り少なくする～

１　｢くらし｣における資源循環の取組

(1) リデュース(発生抑制)、リユース(再使用)の推進　 ○ ○ ○ ●

(2) 循環型社会の担い手づくり　   ● ●

２　｢しごと｣における資源循環の取組

(1) リデュース(発生抑制)、リユース(再使用)の推進　 ●

(2) 廃棄物の適正処理の推進　     ● ● ●

(3) 廃棄物系バイオマスの利活用の促進　     ● ● ●

第５次兵庫県環境基本計画の施策とSDGsとの関係

(1) CO2排出の少ないライフスタイルへの転換　         
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３　｢まち｣における資源循環の取組

(1) 質の高いリサイクル(再生利用)の推進　     ○ ● ●

(2) 廃棄物の適正処理体制の整備　 ●

(3) 循環型社会と低炭素社会の統合的な取組の推進　 ●

４　｢さと｣における資源循環の取組

(1) 不法投棄対策の推進　   ● ●

(2) 未利用木質系バイオマスの利活用の促進　   ● ●

｢安全・快適｣～水や空気のきれいな安全・快適空間をつくる～

１　｢くらし｣における安全・快適の取組

(1) 県民参加による安全・安心な生活環境づくりの推進　   ● ●

２　｢しごと｣における安全・快適の取組

(1) 公害防止体制の適切な運用　 ●

(2) 有害化学物質対策等の推進　       ● ● ● ●

(3) 放射性物質に関するモニタリング　     ● ● ●

３　｢まち｣における安全・快適の取組

(1) 大気環境の保全　   ● ●

(2) 公共用水域・地下水及び土壌汚染の防止　     ● ● ●

(3) 身近な生活環境の保全　 ●

(4) 防災・減災の社会基盤整備　   ● ●

４　｢さと｣における安全・快適の取組

(1) 災害に強い森づくり等豪雨対策の推進 ● ● ●

(2) 災害廃棄物処理の体制づくり　 ●

(3) 不法投棄対策の推進【再掲】　 ● ●

｢地域力｣～あらゆる主体が地域の特性を生かして環境保全・創造に向けて協働する～

１　県　民

(1) いのちのつながりを実感する学校等における環境学習・教育の推進　 ●

(2) ふるさとへの愛着を育む地域における環境学習・教育の推進　 ●

(3) 環境にやさしいライフスタイルの実践・確立 ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

(4) 環境保全・地域づくりに向けた取組への積極的な参加　   ● ○

２　地域団体・ＮＰＯ等

(1) 事業者、各種団体、行政の連携によるネットワークの形成　   ● ● ●

(2) 各主体における環境学習・教育、研究、人材育成、情報提供、政策提言等の実施　 ●

(3) 地域の特性を生かした環境学習・教育の実施、実践の場の提供　 ●

(4) 都市と農村の地域間連携・自然交流等のコーディネート、担い手づくり　   ● ●

３　事業者

(1) 環境負荷の小さい製品やサービスに関する研究開発等への積極的な投資　   ● ●

(2) 企業の自主的な取組の推進、環境影響・環境負荷に関する情報の適切な公開　   ● ●

(3) CSR活動を通じた環境保全活動の実施　     ● ● ●

４　行政(国、県及び各市町)

(1) 政策の目標設定と効果的・効率的な推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

(2) 関係法令の的確な運用　               ● ● ● ● ● ● ● ●

(3) 環境学習・教育を支える基盤の構築　     ● ● ●

(4) 各主体の環境保全活動への支援・コーディネート　 ●

(5) 様々な調査研究機関等との連携　           ● ● ● ● ● ● ●

(6) 市町との連携や関西広域連合における広域的取組の推進 ● ● ● ● ● ● ●

(7) 国際協力の推進　         ● ● ● ● ● ●

(8) 環境率先行動の推進　       ● ● ● ●

(9) 県民・事業者へのわかりやすい情報提供　   ● ●

●：直接関係する目標　　○：関連性がある目標


